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1 まえがき
スピーカーなどで拡声された音声は，残響のある空間
において不明瞭になることが知られている．この原因の
ひとつに，先行する母音の残響成分が後続の子音をマス
クする overlap-masking[1]がある．本研究においては，
音声の母音部の一部の振幅を調整することで，後続する
子音のマスキングを防ぎ，残響中の音声の明瞭化を図れ
るかを調査する．本稿では，通常発話音声の母音部の一
部を無音化することによるマスキング度合いの変化を，
客観評価値によって評価した結果について述べる．

2 母音部の無音化
音声中の各モーラにおいて，子音に先行する母音部の
振幅調整を行った．今回の調査では，指定した範囲の振
幅をゼロとした．これを無音化とする．聴感および波形
の変化から子音部と母音部の境界を判断し，境界部分の
前部 50 msを無音化した．

3 マスキングの客観評価
明瞭度を落とす原因となるマスキングの量の定量的
評価として，各モーラが残響成分に対してどの程度エネ
ルギーを持っているのかを評価した．評価指標として，
SNRと Glimpse Proportion（GP）基準 [2]を用いた．
SNRは以下の式で与えられる．

SNR[dB] = 10 log10
Pdirect

Pecho
(1)

ここで，Pdirect は直接音の振幅の 2乗和，Pecho は残響
音の振幅の 2乗和である．
GP基準は，ある時間フレームにおける音声が，背景
の雑音よりも大きなエネルギーを持つ周波数成分をどの
程度持っているのかを表す指標であり，以下の式で与え
られる．

GP =
100

NfNt

Nt∑
t=1

Nf∑
f=1

L(y(direct)t,f − y
(echo)
t,f ) (2)

ここで，Ntは時間フレーム数，Nf は周波数チャンネル
数，L(・)はロジスティックシグモイド関数であり，y(direct)t,f

，y(echo)t,f はそれぞれ分析フレーム t における周波数チ
ャンネル f に対する直接波と残響音の STEP（Spectro

Temporal Excitation Pattern）の近似値を表す．
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Fig. 1 原音声，および母音の一部無音化処理音声にお
ける SNRと GP

4 実験結果
残響音声の作成は，シミュレーションにて作成したイ
ンパルス応答と音声の畳み込みによって行った．無音化
処理による聴感上の変化を明確にするため，長時間の残
響が発生する環境を想定しシミュレーションを行った．
シミュレーションの結果，インパルス応答の残響時間は
2.72 sとなった．音源信号は，研究話速バリエーション
型音声データベース（SRV-DB）[3]の女性話者PF02の
5.02モーラ/s音声を利用した．発話内容は，「かれは，か
いにこだわる」であった．原音声と母音部一部無音化処
理音声における，各モーラでの SNRおよびGPをFig. 1

に示す．横軸の番号は，発話モーラの時系列順を表す．
今回の調査においては，すべてのモーラにおいて，処
理音声の客観評価値が原音声の評価値を上回っていた．
これより，本提案手法は overlap-maskingの改善におい
て一定の効果をみせる可能性が示唆された．今後の課題
としては，母音部無音化の自動化，残響に対する最適な
振幅調整法の検討，主観評価実験を通した本明瞭化手法
の妥当性の検討が挙げられる．
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